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誰でもモテルくん♪

日産自動車株式会社 栃木工場 第二車軸課

旋削加工後のピニオンを（以下、部品と呼ぶ）品質確認する作業

片手で5.5kgの部品を頭上に持ち上げて行う作業を誰でも安全に持てる助力装置を作製

無理な作業姿勢を排除して、誰でも部品を持ち上げ、安全で楽に品質の確認が出来る！

テコ・滑車・鏡

・片手で5.5kgの部品を頭上まで持ち上げる、品質の

確認作業は、『辛く 』 誤判定するリスクが高い
（部品を頭上に持ち上げる事が出来ない仲間がいる！）

・品質確認作業中に肘を痛める危険や部品を落として
ケガをするリスクが高い （誰もが嫌がる作業工程です）

・加工の基準面にキズを付けない部品の着脱作業は
ストレス大 （精神的、肉体的ストレスが常に高い ）

作品No.4810

■助力装置を製作して、『誰でも、安全、安心に』 品質確認が出来る作業に改善しました！

・誰でも安全に部品を持ち上げて個々の作業者の最良
の目線で部品を保持しながら品質確認と部品の脱
着が出来るアーム機構の考案（自在に正確に動く）

・全てのダイヤルゲージを同時に移動する機構を考案。

・部品の影の照度を上げる『鏡で省エネ』機構と
『スイッチ１個』で省エネの考案。（地球環境への貢献）

・誰でも部品を持ち上げて安全、正確に品質確認が出
来る助力装置を製作しました。（市販の助力装置は、
約130万円。自作品は、材料費が約5万円と安価！）

・照明の消費電力を20.4w→11.9wに約1/2に落として
部品の真上に照明を移動、鏡で光を集めて照度は
1200LUX→3000LUX。調光式に変更（目の個人差に対応）

➊.テコと滑車を使い、小さな力で部品を持ち上げて
必要な位置に自由自在に部品を移動保持する。

❷.ネジ送りを使いハンドル１本を回して全てのダイヤル
ゲージを同時に前後にガタ無く移動する。

❸.紐回路（クラッチ機構を考案）を使い、操作レバー
を静止状態でアームを自在に上下に操作する。

❹.鏡で照度を上げスイッチ1個で照明を点灯・消灯する。

❺.自己保持アームと振れ測定器に固定して測定する。

・個人差に対応した最良の目線に部品を保持しながら
品質確認が出来る、からくりアームの機構。

・アーム上昇・下降レバーを下降した状態で、アーム
本体を手でに自由自在に動かせる、からくり機構。

・全てのダイヤルゲージを同時に前後に移動する機構。
・消費エネルギーを極限まで落した、からくりの考案。

（部品の落下、肘のケガのリスクを排除！個々の最良の目線で品質確認作業が出来ました）

■照明をピンポイントで部品に当て、鏡を使って消費エネルギーを約1/2以下に削減しました

・作業者の最良の目線に部品を保持！
両手で部品を測る事が出来て精度向上！

・全てのダイヤルゲージを
同時に前後に移動できる！

軸振れ測定器の着脱

・操作レバーとアームの縁を切り、単独で作業者の
手のように自由自在に操作できるクラッチ機構！

・鏡で光を集めて部品の
影を照らす省エネ！

■振れ測定器に部品を着脱する時、加工の基準面にキズを付けずに安心してセットできた！

・助力アームは、重い部品を楽に持ち上げて正確にセットできる！

・個々の作業者の最良の
目線に自由に保持できる！

・センター穴
（加工の基準面）
にキズを付けない
着脱が出来る！
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・アームの原位置
を外れると照明
点灯。作業終了
で消灯する。

スイッチ

・スイッチ1個で
ON,OFF省エネ！

・ダイヤルゲ
ージに指が
当たらない
から調整
作業なし！
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・三個の二段プーリーが、お互いを引き合う特性を利用！

・部品にアーム
をセットする
時に発生する
ストレスを解消
しました！
（軽く、スムーズに
動きますょ♪）

《クラッチ機構図》
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・照明の電力を下げて
鏡で照度を集める！
地球環境への貢献！
（鏡1枚で約33LUXの増！）
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・操作レバーを引くと紐が
引かれ止め板に止め玉
が当たり１本の紐と成り
アームを引き上げる！

・部品を自在
に保持固定
でき安全で
正確に早く
部品の中心
を両手で測
れて加工精
度も上がり
また！


